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第２２回まちだ男女平等フェスティバル開催中！ 
―コロナ禍を乗り越え今こそ、ジェンダー平等の町田を― 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、第 22 回まちだ男女平等フェスティバルはオンラインでの

開催となりました。講演会等の動画を配信中です。公開終了は 3月 31 日を予定しています。 

 

あなたと… 

第５３号 
２０２２年３月 

 
編集・発行 

町田市男女平等推進センター

運営委員会 

町田市原町田４－９－８ 

町田市民フォーラム３階 

℡ ０４２－７２３－２９０８ 

メイン企画  

基調講演 
草谷さんのジェンダーフリーにつながる児童文学作家活動の原点は、ご自身の 

幼少期の生活環境から自然に刷り込まれた男女の役割への気付きからでした。講演の中 

で紹介された数々の絵本には男女の役割分担が描かれています。それらの絵本は草谷 

さんの言葉を通して私達も自らを振り返えさせ、自分自身を縛っている刷り込みの正体の 

一辺を視覚的に認識する瞬間となりました。 しかし一方で紹介された絵本には明らかに 

私達の未来への希望もありました。時代の移り変わりとともに絵本には古い「男女の役割 

分担」ではなく、「料理をするパパ」「子育てするパパ」が描かれ、更にジェンダーの視点で 

描かれた多様な絵本があり、そして世界中で発行されていることを。 今子育て中のママも読み聞かせに選ぶ本

を考えてほしい。遠い昔子育てに奮闘した世代も、保育園や図書館の職員の方々ももう一度素晴らしい絵本を手

に取っていただきたい。草谷さんが長い時間をかけて活動してきた意義を次世代に広げていきたいものです。 

実行委員会企画 １ 

 

 

 

講演を視聴して、ショックでした。 

名古屋出入国在留管理局の施設に収 

容中だったスリランカ人のウィシュマ・ 

サンダマリさんが亡くなったことは新聞 

などで知っていましたが、管理局職員の怠慢だと思って

いました。しかし今回の講演を聞いて、この問題は単に難

民の問題ではなく、日本としての人権問題だということが

分かりました。そしてそれが女性問題、ヘイト問題などの

すべてにつながっているのだと感じました。 

国は、そして私たちは、外国人も含めてすべての人々

の人権を守り、「人権意識の低い国」という汚名を挽回す

るように努めなければならないと思いました。 

 

 

「絵本で見るジェンダー_ 時代と立ち位置で、どう違う？」 

実行委員会企画 ２ 

 

 

  

大熊さんの講演は、フランス革命で 

歌われた「ラ・マルセイエーズ」で始ま 

りました。時代時代に歌われた、革命 

歌や、労働歌、歌謡曲などを、力強く 

時には愉快にのびやかな声で歌いな 

がら、歴史を紐解き、歌詞の中に潜む「男目線」や「セ

クハラ満載」などの「ジェンダー問題」を、明らかにして

いきました。視聴する私たちは歌声とギター、ピアノを

楽しみながら、歴史とジェンダーの学習もするという

贅沢を味わいます。また自然と心で一緒に歌うので、

参加型の学習会ともなり、満足感が一段とアップ！

「男主導の歌の歴史」は現在まで脈々と続き、ジェン

ダー問題の根深さに気づかされる講演会でした。 

講師：草谷 桂子 さん 

児童文学作家、 

家庭文庫「トモエ文庫」主宰 

命の尊厳と人権  

共生の社会を目指して 

 

講師：駒井 知会 さん 

弁護士、東京弁護士会「外国人

の権利委員会」元委員長 
歴史と歌の歌詞から 

ジェンダー問題を考える 

 

講師：大熊 啓 さん  

シンガーソングライタ

ー、作詞・作曲家 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2月5日 

6日 

第22回まちだ男女平等フェスティバルがオン
ライン配信となり、中止となった企画です。 
次年度頑張って新たな企画お願いします！ 

      登録団体研修会 

「子育てするＬＧＢＴ」 

～多様性を排除しない社会を～ 

実施日：３月１９日（土） 

講師：小野春さん（「にじいろかぞく」代表） 

 

 当事者の声を直接聴ける貴重な講演会でした。 

≪アンケートより≫ 

・LGBT ファミリーが直面する数々の難しい問題が

あるのだと思った。特に法律的に守られていない

ことがあること自体問題だと思う。 

・たまたま私が知らないだけで、様々な 

家族の形があることを改めて考えさせ 

られました。知らないうちに誰かを傷つ 

けていることもあると思います。お話をお聞きする

ことが出来て良かったです。 

フェスティバル 

実行委員会企画３ 

コロナの「蔓延防止等重点措置」が解除された 

2022,3,22 に、ホールで上映会を実施しました。 

当日は実行委員の面々を中心に集合し、久々のフ 

ェスティバルの熱気を感じながら、準備・上映 

した唯一の対面企画でした。26 人参加。  

一度同性婚が認められていた米カリフォルニ 

ア州で、2008 年 11 月に、結婚を男女間に限る「提 

案 8 号」が住民投票で可決され、同性婚が再び禁

止されたことに対し、二組の同性カップルが、「提

案 8 号」を人権侵害として州を訴えた闘いのドキ

ュメンタリー映画。二人の敏腕弁護士を中心とし

たチームが、論理と言論で、二組の同性カップル

を励ましつつ、周到な準備を重ねて、粘り強く戦

い、米国最高裁で勝利するまでの感動作！ 

 

 

 

 

「女性悩みごと相談」 ☏ ０４２－７２１－４８４２ 

☆女性のための身近な相談室として、電話による相談を受けています。 
ＤＶやセクハラ、夫婦間問題、LGBT に関することなど 
一人で悩まないで相談してみませんか。 
相談時間 月・火・木・金・土曜日 9:30～16:00 
         水曜日 13:00～20:00 
       （第 3 水曜日・日・祝日、年末年始はお休みです。） 
 

「法律相談」予約は「女性悩みごと相談」にて受け付けます。 

☆女性弁護士が担当します。 
相談日 毎月 第 2・第 4 木曜日14:00～16:00  

（祝日・年末年始はお休みです。） 
 
「ＬGBT相談」  ☏ ０４２－７２１－１１６２ 
 ☆性自認・性的指向のこと、人間関係・職場・学校のこと、どんなこと
でもお気軽にご相談ください。専門相談員が相談に応じます。秘密厳守。 
相談時間 毎月第 2 水曜日 15:00～20:00 

映画上映「ジェンダー・マリ

アージュ」 報告 
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